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観衆の拍手に迎えられた地元岡山と、秋田を圧勝して制した東京との決勝進出をかけての一戦。先鋒戦、両者決め
手のないまま延長になるが岡山福田は、東京山田に持ち前の思い切りのよい小手からの面の二段打ちで面を決め、
大事な一勝を上げる。次鋒戦、岡山皿田は東京永松を寄せつけず面二本を連取し王手をかけ、流れは一気に岡山に
傾いた。中堅戦、東京立澤には後がなく取り戻そうと果敢に反撃に出るが、岡山曽我部は落ち着いて試合を運び引
き小手を決め一本勝。前３人で勝負を決める。続く副将戦、岡山三宅は攻めの気持ちを緩めず、東京西川に面を連
取し二本勝。大将戦は、東京河本は岡山美浪に鮮やかな返し胴を決め一矢を報い、すでに勝敗は決した後だった
が、大将同士の見ごたえのある一戦は観衆を引き付けるものだった。
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